
Windows 10搭載PCを段階的に導入し、2020年1月
までに20,000台の入れ替えを完了させる。Feature 
Updatesを適切にコントロールし、大規模Windows 
10環境の運用を効率的に行うための「PC管理基
盤」を新たに整備。

HPE PointnextがWindows 10対応のPC管理基盤を構築し
大規模な更新プログラム配信を安全かつ効率的に実現

AGCが、日本・アジア圏の
20,000ユーザーをWindows 10へ移行し
クライアントセキュリティを強化

“PCセキュリティは対岸の火
事ではありません。多様化・
高度化する脅威に対し、現時
点で採り得る最善の備えが
できたと考えています”

̶AGC株式会社
　グローバルITリーダー
　情報システム部長
　博士（理学）　伊藤 肇 氏

日本・アジア圏で運用する20,000台のPCを、2020
年1月までにWindows 10環境へ全面移行。ユー
ザーの利便性・生産性向上に寄与するとともに、
エンドポイントセキュリティの強化されたPC環境を
実現する。

• PC稼動状況を把握することにより、社員の長時間
労働を防止するなど「働き方改革」へ寄与

• PC管理基盤とデータ分析ツールの連携により、マ
ルウェア感染経路の分析や防止策の検討が可能に

• Windows 10環境の標準化設計（OS設計・マス
ター作成、更新プログラム検証など）からPC管理
基盤の構築・運用（配布と適用）、サポートデスクま
でをHPE Pointnextがトータルに支援する体制を
確立

• IvantiによりWindows 10対応の「PC管理基盤」
を構築し、日本とアジア圏のPC 20,000台を統合
的に管理可能に

• Feature Updates（機能更新プログラム）と
Quality Updates（品質更新プログラム）を適切に
コントロールするとともに自動化により運用負荷
を低減

•インベントリ情報や操作履歴、ライセンス情報など
を単一環境から参照可能に

ビジネスの効果ITの効果
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AGC株式会社
グローバルITリーダー
情報システム部長
博士（理学）　伊藤 肇 氏

AGC株式会社
情報システム部
OA・ネットワーク グループ
リーダー　赤崎 峰大 氏

AGC株式会社
情報システム部
OA・ネットワーク グループ
マネージャー　佐藤 英明 氏

AGCが、日本とアジア圏で運用するPCをWindows 10へ移行する大規模
プロジェクトを推進している。2020年1月に迫るWindows 7のサポート
終了前に、20,000台に及ぶPCを最新化する計画だ。大きな狙いは、ユー
ザーの生産性向上に寄与しつつ、エンドポイントセキュリティを強化する
ことにある。AGCはPCの最新化に先立って、Windows 10で必須となる
Feature Updates（年2回の機能更新プログラム）および Quality 
Updates （品質更新プログラム）を適切にコントロールするための
「Windows 10の標準化設計」と「PC管理基盤構築」を行った。本プロ
ジェクトを全面的に支援したのは、大規模なWindows 10環境の構築・
運用に精通したHPE Pointnextのコンサルティングチームである。

チャレンジ
20,000台のPCをWindows 10へ移行
新たな「PC管理基盤」の構築に着手
2018年7月1日、旭硝子株式会社は「AGC株式会
社（英文表記：AGC Inc.）」への社名変更を果た
し、グローバルグループ一体経営をさらに推進
する体制を整えた。建築・自動車・ディスプレイ用
ガラス、電子部材、化学品、セラミックス、高機能
材料――世界トップシェアを誇る製品群を数多く
提供するAGCは、110年の伝統を受け継ぎながら
常に革新的であり続けている。同社でグローバル
ITリーダー 情報システム部長を務める伊藤肇氏
は次のように話す。

「グローバル共通ブランドである『AGC』のも
と、総合素材メーカーとしての成長戦略を加速
させています。私たち情報システム部は、ビジネ
ス基盤としてのIT環境がどうあるべきか、ビジ
ネスの生産性を向上させるユーザー環境がどう
あるべきか、常にグローバルな視点から追求し
ています」

世界30カ国に事業展開するAGCの従業員は
50,000人を超える。2016年、AGCは日本と
アジア圏で利用するPCおよそ20,000台の
Windows 10への移行を決めた。

「最大の狙いはエンドポイントセキュリティの強
化です。日本とアジア圏全体でセキュリティ対策
を高い水準で均質化することも重要でした。
Windows 10搭載PCを段階的に新規導入し、
Windows 7のサポートが終了する2020年1月
までに20,000台の入れ替えを完了させる計画
です」（伊藤氏）

Windows 7のサポート終了とともに更新プロ
グラムの提供が停止すると、PCは深刻なセ
キュリティリスクに晒される。一般にはこれが
Windows 10へ移行する直接的な動機となって
いる。だが、AGCが見据えているのはその先だ。

「安全かつ快適なPC環境を提供することは、
AGCのビジネス基盤整備そのものです。エンド

ポイントセキュリティを重視しながら、シンクライ
アントでなく従来型PCを使い続ける理由も、従
来型PCがユーザーの利便性・生産性向上に最も
寄与できると考えているからです」（伊藤氏）

Windows 10 では、年2回Feature Updates
（機能更新プログラム）、月に1度Quality Updates
（品質更新プログラム）が提供される。AGCで
は、20,000台すべてのPCにこれらを適用しな
ければならない。情報システム部  OA・ネット
ワーク グループ リーダーの赤崎峰大氏は次の
ように話す。

「高度化・巧妙化する脅威への最善の備えは、OS
を常に最新に保つことです。Windows 10への
移行を機に、アップデートに完全に追従し、配信
と適用をコントロールできる仕組みを検討しまし
た。新しいPC管理基盤の構築です」

AGCの要件に合致したWindows 10標準化設
計、Windows 10に対応した新たなPC管理基盤
の構築――本プロジェクトを全面的に支援したの
は、大規模なWindows 10環境の構築・運用に
精通したHPE Pointnextのコンサルティング
チームである。

ソリューション
AGCのセキュリティポリシーに合致した
標準化設計をHPE Pointnextが支援
HPE Pointnextは、企業のデジタルトランス
フォーメーションを支援するサービス組織であ
る。世界80カ国で2万5,000人を超えるITプロ
フェッショナルが、豊富な実績とナレッジに基づく
コンサルティング、構築サービス、運用保守サー
ビスをトータルに提供している。HPE自身、世界
で50,000台以上の従来型PCを運用しており、
柔軟な働き方と高度なエンドポイントセキュリ
ティを両立させている。

HPE Pointnextのコンサルティングチームが最
初に手がけたのは「Windows 10標準化設計」
である。Pointnext統括PMの久保寺誠史氏は
次のように話す。

AGC株式会社 製造
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「AGC様のセキュリティポリシーをWindows 10
環境に正しく適用することが、標準化設計の最も
重要な目的です。私たちはWindows 10の機能
と設定項目を徹底的に洗い出し、従来の
Windows 7環境との違いを精査しました。そし
て、20,000台のPCに適用するマスターイメー
ジを作成するまでの手順をAGC様とともに構築
しました」

Feature Updateでは、メジャーアップデートに
匹敵する変更が年に2回加えられる。業務アプリ
ケーションの動作に影響する可能性があるため
特に慎重な対応が必要だ。また、アップデートに
伴い標準化設定した項目が設定前の状態に戻っ
てしまう可能性も考慮しなければならない。動作
検証からマスターイメージ作成までを、迅速かつ
継続的に行う手順が確立された意義は大きい。

「セキュリティポリシーの管理方法も見直しまし
た。従来のWindows 7環境ではいくつかの設定
項目をローカルグループポリシーで管理してき
ましたが、Windows 10環境ではこれを排除して
Active Directoryのグループポリシーオブジェ
クト（GPO）による集中管理に完全に移行しま
した」とPointnext事業統括のエンジニア 佐々
泰行氏は説明する。

HPE Pointnextが次に着手したのは、作成した
マスターイメージを日本とアジア圏に分散した
20,000台のPCに適用するための「PC管理基
盤」の構築である。

IvantiによるPC管理基盤を構築し
更新管理とセキュリティ対策を両立
A G CがP C管理基盤に求めた要件は、①
Windows 10に対応した更新プログラム配信と
制御　②PCログ管理　③セキュリティ強化　の
3件に整理できる。①に限って見れば、マイクロソ
フト社が提供するWSUS（Windows Server 
Update Services）やWindows Update for 
Businessなどいくつかの選択肢がある。情報シス
テム部 OA・ネットワーク グループ マネージャー
の佐藤英明氏は次のように振り返る。

「WSUSの利用を含め検討しましたが、最終的に

『Ivanti（旧製品名 LANDESK）』を選定しPC管
理基盤の構築に着手しました。採用の決め手に
なったのは、更新プログラムを含むソフトウェア
配信の精度の高さです。更新を完了できなかっ
たPCを特定して自動的に再配信する機能も
備え、運用チームの負荷を低減できるメリットも
ありました」

Ivantiは、ターゲットマルチキャスト/ピアダウン
ロードと呼ばれる独自機能により、自動的かつ効
率的なソフトウェア配信を可能にしている。対象
となる複数のPCが連携して配信を実行するた
め、ネットワーク帯域の消費を抑制できるメリット
もある。

運用設計を支援したPointnext事業統括の森田
高晋氏は、「事前の検証で業務アプリケーション
の動作に影響が確認された場合には、特定の
パッチを配布対象から除外したり、特定のPCに
限定して配布するなど、Ivanti上で柔軟に更新プ
ログラム配布をコントロールできるよう工夫して
います」と話す。

「また、働き方改革の流れの中で、テレワーク実
施時などにおいて規定を超える長時間労働に従
事していないか把握する方法が求められていま
した。私たちは、Ivantiのログ管理機能を利用す
れば容易に可視化できると考えました」と伊藤氏
は話す。

Ivantiが収集するログ情報はセキュリティ対策に
も応用できる。AGCではアンチウィルスソフト
ウェアを導入してPCをセキュアな状態に保って
いるが、ゼロデイ攻撃のリスクを完全に解消で
きるわけではない。そこでAGCでは、次のような
手を打っている。

「万一侵入されても迅速に問題を解決できるこ
とが重要です。Ivantiで収集した端末のログ情報
を分析し、マルウェアに感染したPCの特定や、挙
動の把握、経路の追跡、対策・予防策の検討を行
えるようにしています。Windows 10環境では、
BitLockerによるデータ暗号化、GPOによる
セキュリティポリシーの強制適用を含めて多層防
御の仕組みをいっそう強化しました」（赤崎氏）

標準化 展開計画

Windows 10 周辺環境

Windows 10 PC（日本およびアジア圏に計20,000台）

更新プログラム
適用サイクル

更新プログラム
配信

他ソフトウェア
配信

ウィルス対策 業務アプリ対応

Windows 10 標準化設計

PC管理基盤（Ivanti）構築・運用
・ソフトウェア配信
・インベントリ情報参照
・ログ情報参照
・ライセンス情報参照

更新プログラム・ソフトウェア配信
Feature Update / Quality Update /

 Java / Adobe ログ収集

ログ分析

管理者

AGC株式会社 製造

日本ヒューレット・パッカード株式会社
Pointnext事業統括
製造・流通サービスデリバリー統括本部 
第三本部 第一部
森田 高晋氏

日本ヒューレット・パッカード株式会社
Pointnext事業統括
製造・流通サービスデリバリー統括本部 
第三本部 第一部
佐々 泰行氏

日本ヒューレット・パッカード株式会社
Pointnext事業統括
製造・流通サービスデリバリー統括本部 
第三本部 第一部
統括PM　久保寺 誠史 氏
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お問い合わせはこちら

カスタマー・インフォメーションセンター

0120-268-186 (または03-5749-8279)

月曜日～金曜日 9：00～19：00
（土曜日、日曜日、祝日、年末年始、および5月1日お休み）

日本ヒューレット・パッカード株式会社
〒136-8711 東京都江東区大島 2-2-1  

ぜひご登録ください

“PC管理基盤としてのIvantiをどう活用するかは運用設計とともに検討
する必要があり、その運用設計はWindows 10の標準化設計と密接に
関連しています。標準化設計からPC管理基盤構築を一貫してHPEに
支援してもらったことで、合理的な運用体制を整えることができたと思っ
ています”
AGC株式会社　グローバルITリーダー
情報システム部長　博士（理学）　伊藤 肇 氏

HPE Pointnextは、日本国内はもとよりアジア
圏へのPC管理基盤の展開も支援している。更新
プログラム適用の判断は各国のIT担当者に委ね
られ、HPE Pointnextが英語によるサポートを
提供する体制が用意された。

伊藤氏は「PCセキュリティは対岸の火事ではあ
りません。多様化・高度化する脅威に対し、現時
点で採り得る最善の備えができたと考えていま
す」と話し、次のように語って締めくくった。

「PC管理基盤としてのIvantiをどう活用するかは
運用設計とともに検討する必要があり、その運
用設計はWindows 10の標準化設計と密接に関
連しています。標準化設計からPC管理基盤構築
を一貫してHPEに支援してもらったことで、合理
的な運用体制を整えることができたと思ってい
ます。HPEには今後も継続的な支援を期待して
います」

詳しい情報
HPE Pointnextについてはこちら
hpe.com/jp/pointnext

ベネフィット
標準化とPC管理基盤が統合された
合理的な運用体制を確立
AGCでは四半期ごとに1,000台規模のPCを新
規導入し、着実にWindows 10環境への移行を
進めている。2018年1月から始まったQuality 
UpdatesとFeature Updatesへの対応も順調
だという。

「更新プログラムの配信精度は期待した通りの
結果が出ています。PCが起動してさえいれば、
パッチ適用の成功率は限りなく100%に近づい
ていくでしょう。JAVAやAdobe Readerなど、
Windows OS以外のセキュリティパッチにも対
応できるようになったことも大きな安心材料で
す」（佐藤氏）

「新しいPC管理基盤では、Windows 10更新プ
ログラムへの対応、PCのログ監視、セキュリティ
強化をバランス良く実現できたと思っています。
日本とアジア地域のPCに対するソフトウェア配
信に加え、インベントリ情報、ログ情報、ライセン
ス情報などを参照できるようになったこともメ
リットですね」と赤崎氏も評価する。

AGC株式会社 製造

• Windows 10標準化設計サービス
• Windows 10マイグレーションサービス
• PC管理基盤構築サービス
• PC管理運用支援サービス
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導入サービス

導入ソフトウェア
• Ivanti Endpoint Manager
• Ivanti Patch for Endpoint Manager
• Ivanti Data Analytics
• Ivanti Endpoint Security Audit

http://www.hpe.com/info/getupdated
http://twitter.com/home/?status=AGCが、日本・アジア圏の20,000ユーザーをWindows 10へ移行し、クライアントセキュリティを強化+%40+https://www.hpe.com/h20195/V2/GetDocument.aspx?docname=CSO13007-01jap
http://www.facebook.com/sharer.php?u=https://www.hpe.com/h20195/V2/GetDocument.aspx?docname=CSO13007-01jap
http://www.linkedin.com/shareArticle?mini=true&ro=true&url=https://www.hpe.com/h20195/V2/GetDocument.aspx?docname=CSO13007-01jap&title=AGCが、日本・アジア圏の20,000ユーザーをWindows 10へ移行し、クライアントセキュリティを強化+&armin=armin
https://www.hpe.com/jp/ja/servers/moonshot.html
http://www.hpe.com/jp/pointnext
https://www.hpe.com/h20195/V2/GetDocument.aspx?docname=CSO13007-01jap



